
公益目的事業 １．ベトナムの正確な情報提供事業

ベトナムの経済･文化･教育等に関する
セミナー･研究会・講演会等の開催

ベトナムセミナー開会ご挨拶
２０１６．１１．８

会長 槍 田 松 瑩
（ utsuda syoei )

ベトナム協会の槍田でございます。
日頃よりベトナム協会の活動をご支援を頂き誠に有難うございます。
また、本日はベトナムセミナーにご参加頂き有難うございます。

当協会は昨年設立 50 周年の節目の年を迎えました。1965 年の設立以
来、日越両国の経済、文化、教育等に関する相互理解の促進と人材育成
を図る事業を半世紀に渡って継続して参りました。
昨年はベトナム日本友好協会との提携も整い、今まで以上にベトナムと日
本の架け橋としての活動をより一層幅広く、充実したものにしていきたいと
思っています。

日越両国の関係に目を転じますと、本年 5月にスタートしましたチョン書記
長、クアン国家主席、フック首相の新体制は安定した政権運営を継続して
おり、既にフック首相は就任後半年の間に安倍首相と 3 回の首脳会談を
実施され、日本との戦略的パートナーシップ関係が益々強固になってい
ると言えます。

日本での在留外国人数の統計では、平成 28 年 6 月末時点でベトナム人
は 17 万 5 千人の第 5 位で、全体の 7.6％を占めています。中国、韓国、
フィリピン、ブラジルに次いでの第 5 位ですが、ブラジルとの差はわずか
500 人足らずで年末には第４位になるはずです。10 年前は３万６千人でし
たので、大変な勢いで増加しており、将に民間レベルでも確実に日越交
流の場が広がっている事を実感できます。

日本からベトナムに進出した企業も増加の一途を辿っています。ハノイ、
ホーチミン、ダナンへの進出企業数は 1600社程度とタイの 1700社に肉薄
しており、活動拠点としてのベトナムの重要性が ASEAN 域内で大変高ま
っています。特にサービス業のベトナム進出が近年顕著です。安価な労
働力を求めての製造業の進出は現在も半数を占めていますが、サービス
業は全体の２割で第 2 位に位置しています。ベトナムの社会が利便性や
満足感に対価を払う成熟社会に変化してきているとも言えます。

先月一年振りにベトナムを訪問しました。高層ビル、道路、橋といった構造
物の変化は大変なものでしたが、それにも増してオープンしたばかりの高
島屋や様々なレストランで見かけたベトナムの方々の生活様式の変化に
驚きました。

今回のセミナーの題目は「サービス産業のベトナム進出を考える」です。
ベトナムの方々に様々な利便性、豊かさを提供するサービス業は今後とも
その必要性は高まるものと考えます。勿論、進出した際のご苦労、問題点
も多種多様に存在し、成功体験ばかりではないと思います。本日の講師、
馬場さんと佐々木さんにはご自身のベトナム進出に関する成功例、失敗
例、気付いた点を具体的にご披露頂きます。終了後は名刺交換の交流会
も予定しておりますので、是非ともこの機会をご活用頂ければと思います。

本日のセミナーが御来場の皆様に少しでもお役に立ち、ひいてはベ
トナム、日本両国の理解を深め,両国関係が更に深く、強く発展する
助けになる事を希望致します。有難うございました。

セミナー・シンポジウム
ベトナムのタイムリーな諸問題や課題をテーマに取り

上げ、わかりやすい説明と討論によって、ベトナムの

理解をさらに深める機会の提供行っています。

＜日越親善＞
ベトナム日本友好協会と友好団体協定を締結

ベトナムニュース 機関誌「ベトナム」

http://javn.or.jp

ホームページ上にベトナム

の最新ニュースを毎月更

新。ベトナムの政治、経済、

文化、教育、法律改正、更に

日本企業の進出や活動など

を掲載しています。

載しています。

設立以来発刊してきた

機関誌｢ベトナム」は

日越の歴史を知る貴重

な資料です。

ベトナムに関するご相談 無料

○ ベトナム企業のパートナー探し

○ 貿易促進 ○ 教育機関との交流
○ ベトナム人材・実習生 ○ 留学生募集
○ 視察等のアレンジ ○ 政府機関等のアポイント
○ 通訳紹介 等

VYSA 在日ベトナム学生青年

協会と連携して、チャリテーコ

ンサートの共催や旧正月祭、

ジョブフェアの後援など、若

いベトナム人の支援を通して

両国の友好親善と経済発展

をサポートしています。

ベトナム人留学生支援

ベトナム研究会

講演会 ベトナムの経済・政治・教育･文化など多彩な講師

ベトナムで活躍する日本
人や他団体の活動及びタ
イムリーなテーマを取り
上げて研究会を開催しま
す。

浅羽佐喜太郎&ファン・ボイ・
チャウの友情の地を訪ねる

２．ベトナム国及びベトナム人を理解する事業

ベトナム人の作文・写真などのコンテスト

在日ベトナム人は約２０万人と

急増しています。ベトナムとの

文化の違いや考え方を知るこ

とで両国の友好関係がより深化

することを目的に行います。


